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	赤﨑　重雄
	

	　9
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	10
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	11
	行　　辰朗
	23
	松元　修一
	

	12
	屋島　良幸
	24
	松崎　文好
	


４．欠席委員　　無し
５．議事に参与した者

　　事務局長　　澤　修平　　事務局次長　新納　啓昭
　笠利分室長　中尾　豊和　住用分室長　柳　斉　　住用分室主幹　用稲　工巳　
６．報告事項

　　　　・出張報告（澤局長・新納次長）
　　　　・３月臨時総会並びに定例総会日程について
７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第6号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第7号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第8号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
議案第9号　住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について

議案第10号　笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について　　　　 
（4） 協議事項

・あっせん委員の選定について
（5） その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２４人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２５年第２回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は無し。）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に14番有川重輝委員と15番倉内清治委員の2名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は日程通知のとおり議案第6号から議案第10号までの5件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが，これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は１日と決定いたしました。
本日の議案日程はあらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
それでは直ちに議案等の審議に入りますが、先ほど報告がありましたように3条申請のNo6については、取下げ願いがありました。また、私が3条のNo9、No12で報告がありますので、No4からNo8、No10、NO11、No13についてを先に審議いたします。また、3条のNo9、NO12については、昇委員が進行いたしますので、よろしくお願いします。
No10については、丸田委員に関連がございますので、この議案の後に審議いたします。
日程第3

議案第6号農地法第３条の規定による許可申請について、No4からNo8、No11、No13についてを議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の朗読及び説明）　

No4につきましては、贈与によります所有権移転であります。受人はウコンを中心にマンゴ、パッションフルーツの栽培をしております。下限面積は問題ありません。

　No5につきましては、売買によります所有権の移転であります。受人は名

瀬在住でありますが、耕作には問題ないものと判断いたします。たんかんを

中心にさとうきびを栽培しております。規模拡大をするための購入と思われ

ます。下限面積は問題ありません。
　No6については、取下げ願いが出されております。

　No7とNo8につきましては、地籍調査で所有者が違っているのが判明し、

今回、交換での所有権移転であります。渡人、受人とも高齢でありますが、現在は息子が管理をしております。

　No11につきましては、兄弟で贈与によります所有権移転であります。

受人はたんかんを栽培しております。下限面積は問題ありません。
　No13につきましては、親子で贈与によります所有権の移転であります。受人はさとうきびを栽培しております。下限面積は問題ありません。
以上6件でございます。

６件とも農地法第３条第2項の各号該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　受人、渡人について泉委員

（泉委員）

　議案第6号農地法第3条の規定による許可申請のNo4について、調査報告いたします。渡人宅で２月１８日１８時３０分に話を伺いました。この土地は無償贈与の事ですが、龍郷町戸口に受人名義の畑があり、その畑と交換ということで無償にしているとのことでした。申請書のとおり間違いないとのことでした。　　　

　次に受人についての調査報告をいたします。受人宅に２月１８日１９時に話を伺いました。無償贈与については間違いないとのことでした。皆様方のご審議よろしくお願いします。

（前山会長）

　前田委員
（前田委員）

　農地法第３条の許可申請No4の土地、笠利町大字手花部外カン川６８と７０について、調査いたしました。２月２０日木曜日午前７時３０分に現地を確認いたしました。この土地は現在、耕うん整地されて更地の状況であり、農道についても草刈りがされておりました。　尚，農地法第3条の調査書については、第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。皆様方にご審議よろしくお願いします。
（前山会長）

　勝目委員
（勝目委員）

　No5について、農地法第３条の許可申請の調査報告いたします。電話連絡いたしまして、２月２２日午前１０時に自宅で面談いたしました。申請書のとおり間違いないとのことでした。１０ページの４筆で１０万円は安いのではと尋ねましたら親戚関係で内地に転居するということで、畑地だけを購入予定でありましたが、田んぼも含めて購入することになったとのことでした。さとうきび、たんかんを栽培しております。また、耕運機、トラクター、草刈機等も揃えてありました。ご審議よろしくお願いします。
（前山会長）
　事務局

（中尾分室長）

　議案第6号農地法第３条議案番号No5の案件につきましては、２月２０日午後１時１８分に電話で確認したところ売買での所有権移転は事実であるとのことでしたので報告いたします。

（前山会長）

　山口委員

（山口委員）
　田んぼについては、中学校の横の一帯が荒れているところの山手にあり、隣には砂防ダムがあり、長年、利用がされてなく荒れた状態であります。１７ページの畑地については、基盤整備がされており地権者とは別な方が借りて、さとうきびを作っております。４筆を含めて売買したとのことでした。尚、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。以上です。

（前山会長）
　No6については、取り下げてということでありましたが、野﨑委員

（野﨑委員）

　１８日午前中に聞き取り調査をしましたところ、受人の自宅が道路拡張に伴い立ち退きを予定しており、家を建てる計画があるとのことで、５条申請
に変えるようお話をいたしました。そのため、３条申請は取下げをするということでした。以上です。
（前山会長）
　屋島委員

（屋島委員）

　渡人ついては、前山委員が報告するようになっておりますが、農地が私の担当する地区にありますので、変わって報告いたします。No7、No8の農地法第３条の規定による許可申請についてご報告いたします。No7の渡人は芦花部の施設に入居しておりますので、知名瀬の申請地で息子さんに１８日午前１１時に聞き取りをいたしました。また、受人とは１９日午前９時３０分に現地の農地で聞き取りをいたしました。No7、No8の土地の交換ですが、元々は渡人の土地で昭和６０年に受人が購入、登記する際に図面等がなく現場で立会い、間違って登記をし今年の１月に地積調査で判明し、双方とも納得し交換申請を提出したということでした。申請書のとおり間違いないということでした。No7、No8とも農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。
（前山会長）
　No11受人について、屋島委員

（屋島委員）
　No11の農地法第３条の規定による許可申請についてご報告いたします。

受人は建設会社に勤務し、出張中ということで電話で聞き取り調査を１８日午後１時に行いました。受人と渡人とは兄弟で贈与ということでした。姉夫婦と一緒にたんかん・かぼちゃ等を栽培しており、申請書のとおり間違いないということでしたのでご報告いたします。
（前山会長）
　事務局

（用稲主幹）

　２月１８日午前１１時１５分に渡人へ電話で確認をいたしました。申請書の内容については、確認を取りました。申請書のとおり間違いないとのことでした。以上、報告いたします。
（前山会長）

　土地について松元委員

（松元委員）
　農地法第３条申請No11の土地について、調査報告いたします。２月１５日午後２時に住用支所の用稲主幹、與島委員、中村委員と私と４名で土地の調査をいたしました。神屋字下当田１７９番の１と１７９番の２は基盤整備地で草が生えて荒れた状態でした。また、神屋字稲袋２０５番の２も基盤整備地で一部に竹が植えられていました。神屋字前田１２５番から１３３番の６筆はたんかんが植えられていました。神屋字上荒張４０５番の１と４０６番の１は基盤整備地で簡易ハウスにパッションフルーツとマンゴが栽培されておりました。尚、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。以上、報告終わります。
（前山会長）
　No13について行委員

（行委員）
　議案第６号農地法第３条の規定による許可申請について、事前調査報告を行います。議案番号No１３所有権について、２月１９日午後３時３０分に受人の夫に直接面談をしました。渡人と受人は親子関係で母から娘への贈与とのことでした。地番、地目、面積等申請書に間違いないことを確認しましたことをご報告いたします。
（前山会長）

　倉内委員

（倉内委員）

　譲渡人について、報告いたします。２月２２日午前７時に電話で確認をいたしました。申請書のとおり間違いないということでした。以上です。
（前山会長）
　土地について、丸田委員

（丸田委員）

　No13の土地の状況について、報告いたします。現在、さとうきびを植えてありました。尚、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。

（前山会長）
それでは本案に対する質疑に入ります。No4,No5,No7,No8,No11,No13について、質疑ございませんか。

　山口委員

（山口委員）

　No5の土地についてでありますが、借りている方がおりますが、同意など必要ないのですか。
（前山会長）

　事務局

（澤局長）

　改正前は借りて耕作している方の同意が必要でありましたが、平成２１年の農地法改正で借りて耕作している方の同意は不要となっています。また、賃貸借契約を結んでいれば所有者に対し賃借権が主張できます。
（前山会長）
他に質疑ありませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

　議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo4、No5、No7、No8、No11、No13については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって

議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo4、No5、No7、No8、No11、No13については審議の結果、これを認めることに決定いたしました。
No10の議案につきましては、丸田委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当時案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席してください。
（丸田委員退席）
議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo10についてを議題といたします。

　事務局に議案の説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の説明）　

No10につきましては、親子で贈与によります所有権の移転であります。受人はさとうきびを栽培しております。下限面積は問題ありません。以上1件でございます。

農地法第３条第２項の各号該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(前山会長)
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　泉委員

（泉委員）

　農地法第３条の規定による許可申請のNo10について、調査報告いたします。受人と２月１９日１８時３０分に話を伺いました。無償贈与については、間違いないとのことでした。元々は受人の畑でしたが渡人の父の登記になっていたが、返してもらえることになったとのことでした。
　渡人については、２月２０日に話を伺いました。申請書のとおり間違いないとのことでした。

　土地については、平字奥川原753と字コテラ原829-1の２筆はさとうきびが植えられておりました。尚、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。
（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑はございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

　議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo10については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって

議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo10については審議の結果、これを認めることに決定いたしました。
（丸田委員入室、着席）
私が3条のNo9とNo12で調査報告がありますので、議長を昇委員に代わっていただきますので，よろしくお願いします。
（昇代理）
議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo9とNo12についてを議題といたします。

　事務局に議案の説明を求めます。
（澤局長）

（事務局の説明）　

No9につきましては、親子で贈与によります所有権の移転であります。渡人が農業者年金を受給するため、経営の移譲でございます。大規模果樹農家であります。

No12につきましては、兄弟で贈与によります所有権の移転でございます。受人は新規就農でさとうきびを栽培しております。下限面積は問題ありません。以上2件でございます。

２件とも農地法第３条第２項の各号該当しないため、許可要件をすべてみたしております。

(昇代理)

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　前山委員

（前山委員）

　農地法第３条の規定による許可申請のNo9の受人、渡人、土地について、調査報告いたします。渡人とは２月１９日午前に自宅でお会いしました。また、受人とは２月２１日夕方、果樹園でお会いし聞き取り調査をいたしました。事務局からも説明がありましたが、親子間の贈与で渡人が農業者年金を受給するため55,000㎡あまりの農地をすべて息子に贈与するということでした。年内出しのはるみ等を栽培している果樹専業農家でございます。問題等はないものと判断いたします。尚、農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。以上ご審議よろしくお願いします。
（昇委員）

引き続き前山委員

（前山委員）

　農地法第３条の規定による許可申請のNo12の受人について、調査報告いたします。２月２１日夕方６時ごろ自宅を訪問いたしまして、聞き取り調査をいたしました。渡人と受人は兄弟で渡人が長男で東京暮らしが長く、今後田舎へは帰らないため、今回、受人へ贈与したということです。以上ご審議よろしくお願いします。
（昇代理）

　事務局

（中尾分室長）

　議案第６号農地法第３条議案No12の案件につきまして、２月２０日１７時１９分に電話で譲渡人に確認をしたところ売買での所有権移転は、事実であるとのことでしたので報告をいたします。
（昇代理）
　丸田委員

（丸田委員）

　No12の土地の状況を報告いたします。現在さとうきびが植えられております。農地法第３条の調査項目について、調査しましたところ第2項第1号・第2項第4号･第2項第7号については、別紙のとおりでありますので報告いたします。
（昇代理）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

  お諮りいたします。

　議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo9、No12については、担当調査員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか。
(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって

議案第６号農地法第３条の規定による許可申請についてのNo9、No12については審議の結果、これを認めることに決定いたしました。
議長を交代いたします。ご協力有難うございました。
（前山会長）
　No7については、私に関連がありますので先にNo3からNo6までを審議いたします。No7については、昇代理に交代いたします。

日程第4
　議案第７号農地法第５条による許可申請についてのNo3からNo6についてを議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局に議案の朗読と報告)
　No3につきましては、資材置き場として１年間の使用賃貸借であります。

終了後は農地に戻す予定になっております。申請地周辺は農用地区域外の小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。
　No4につきましては、売買で植物園に転用するための所有権移転であります。申請地は農用地区域外の小団地で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。
　No5につきましては、個人による一般住宅を建設するための所有権移転でございます。申請地は土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　No6につきましては、個人によります一般住宅を建設するための転用申請でございます。申請地は集落内にある農地で農用地域外の小団地で生産性の低い農地であるため農地区分は第２種農地と判断されます。
以上４件でございます。

（前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　屋島委員
（屋島委員）

　農地法第５条第１項の規定による許可申請のNo3について、調査報告いたします。２月１８日午後３時に借り人の事務所で責任者から聞き取り調査を行いました。この土地は平成２２年の豪雨災害で冠水したため、道路の高さまで嵩上げした土地ということです。周囲に資材置き場として利用する土地がないため、この土地を申請したということです。１年間の使用貸借で終了後は良質な土を入れて農地に復元するということでした。申請書のとおり間違いないということでしたのでご報告いたします。
（前山会長）

　松元委員

（松元委員）
　農地法第５条の規定による許可申請のNo3の賃借権設定の貸人の聞き取り調査報告をします。２月１８日土曜日午後６時に貸人の自宅で聞き取り調査を行いました。申請書のとおり１年間無償で貸すということです。この土地は豪雨災害で冠水したため、嵩上げしたそうです。終了後はきれいに整地するという約束をしてあるとのことです。
　土地については、２月１５日午後１時４０分に住用支所の用稲主幹、與島委員、中村委員と私の４名で現地を確認いたしました。この土地は昨年の農地パトロールで問題が指摘された土地であります。今回は１年間の使用貸借契約で終了後は良質な土を入れて復元するということでありますので、問題ないものと思います。また、今後も農地パトロール等で確認をしたいと考えております。以上、報告終わります。
（前山会長）

　與島委員
（與島委員）
　今、松元委員から報告がありましたとおりであります。今後も農地パトロール等で確認をしたいと思います。

（前山会長）

　中村委員

（中村委員）

　松元委員、與島委員から報告がありましたとおりであります。

（前山会長）
　事務局
（中尾分室長）

　議案第７号農地法第５条議案番号No4の案件につきましては、譲受人・譲渡人に２月１９日火曜日１３時３０分頃に電話で確認したところ、売買での所有権移転は、申請書のとおり事実であるとのことでしたので報告いたします。
（前山会長）
　有川委員
（有川委員）
　農地法第５条の規定による許可申請の土地について、調査報告いたします。２月１９日午後１時３０分笠利町大字用の現地で中尾分室長、松崎委員、福原委員、植物園の管理者、譲渡人の代理者、私の６名で確認いたしました。また、譲渡人に電話で確認したところ売買したことは間違いありませんということでした。

　土地は県道の横で亜熱帯植物が植えてありました。委員の皆様のご審議のほどお願いします。

（前山会長）
　福原委員

（福原委員）
　農地法第５条の許可申請について、ご説明いたします。先ほど事務局、有川委員が説明したとおりでございますが、２月１９日午後１時３０分より現地で中尾分室長、有川委員、松崎委員、植物園の管理者、譲渡人の代理者、私の６名で聞き取り調査をいたしました。譲渡人へ電話で聞き取りしたところ間違いないことを確認いたしました。委員の皆様方のご審議をよろしくお願いします。以上です。
（前山会長）
　松崎委員

（松崎委員）

　農地法第５条の規定による許可申請について、現地調査を報告いたします。２月１９日１３時３０分より現地において中尾分室長、有川担当委員、福原委員、植物園の管理者、譲渡人の代理者、私の６名で現地を確認いたしました。有川委員、福原委員の説明のとおり間違いありませんでした。また、譲渡人へ直接電話で確認したところ、申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますとのことでした。以上、報告いたします。
（前山会長）
　事務局
（新納次長）
　農地法第５条のNo5について、ご報告いたします。受人に２月１３日電話で確認したところ申請書には間違いありませんということでした。皆様のご審議をよろしくお願いします。
（前山会長）

　倉内委員

（倉内委員）
　農地法第５条の許可申請のNo5について、報告いたします。２月２０日１２時頃お会いし聞き取りしました。申請書のとおり間違いございませんということです。以上です。
（前山会長）

　戸田委員

（戸田委員）

　農地法第５条の規定による許可申請のNo5の土地について、報告いたします。２月１８日午後３時ごろ現地を確認しました。土地は第３種農地で土地整理事業が済んでいる場所です。雑草等が生えてなく手入れがされておりました。以上です。

（前山会長）

　行委員

（行委員）
　議案第７号農地法第５条の規定による許可申請について、事前調査を報告を行います。議案番号No6所有権の移転について、２月１９日午後５時に受人の自宅で直接面談しました。受人と渡人は兄弟で弟から兄への贈与とのことでした。受人は団体職人で現在は名瀬市内の自宅に住んでいますが、新築した際は今の自宅は売却する予定ということでした。資金計画は住宅金融公庫とのことでした。地番、地目、面積等は申請書に間違いないとのことを報告いたします。

（前山会長）
　勝目委員
（勝目委員）
　議案第７号農地法第５条の規定による許可申請について、報告いたします。渡人に確認したところ申請書については、間違いありませんということでした。

　土地は８４ページにありますように小湊集落の入口にあり真向いは小学校で南側は郵便局があります。材料等の搬入もなく、事前着工もしてありませんでした。

（前山会長）
それでは、これから本案に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。
　
(「なし」の声あり)
他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第７号農地法第５条による許可申請についてのNo3からNo6については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか
(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第７号農地法第５条の規定による許可申請についてのNo3からNo6については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたします。
　No7につきましては、私に関連がございますので、議長を昇委員に交代いたします。
　
（昇代理）

No７の議案につきましては、前山委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当時案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席してください。

（前山委員退席）
議案第７号農地法第５条による許可申請についてのNo7についてを議題といたします。

事務局に農地区分の報告を求めます。

（澤局長）

(事務局の報告)
　No7につきましては、個人による一般住宅を建設するための所有権移転でございます。申請地は土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係わる区域内にある農地であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　以上１件でございます。

（昇代理）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　戸田委員

（戸田委員）

　農地法第５条の規定による許可申請のNo7について、調査報告いたします。２月２０日午後４時３０分ごろ受人からお話を伺いました。申請書のとおり間違いありませんとのことでした。また、資金計画は全額借入を予定しているようです。現在の住まいは借家で完成次第移りますということでした。

　２月１８日午後３時３０分に渡人と会い聞き取りをいたしました。申請書のとおり間違いないとのことでした。

土地は第３種農地でございます。以前はハウスがありやさい等を栽培しておりました。現在はきれいに整地されておりました。以上です。

（昇委員）

それでは、これから本案に対する質疑に入ります。質疑ありませんか。

　山口委員
（山口委員）

　８８ページの図面でかなり広い土地が空いていますが、今回の申請面積は約２００㎡であります。実際に土地整理事業を実施したところですか。

（昇代理）

　戸田委員
（戸田委員）
　土地整理事業したところでございます。空き地で置いておくのが勿体なく野菜等を栽培しておりました。
（昇代理）

　山口委員

（山口委員）

　分筆はしてありますか。
（昇代理）
　事務局

（新納次長）

　８９ぺージにありますように分筆してあります。

（昇代理）

　他に質疑ありませんか。
(「なし」の声あり)
他に質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第７号農地法第５条による許可申請についてのNo7については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり，許可意見と認めることにご異議ございませんか
(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第７号農地法第５条の規定による許可申請についてのNo7については、審議の結果各項目とも適当と認めて県知事に進達することに決定いたします。
　議長を会長に交代いたします。
　（前山委員入室・着席）
（前山会長）
日程第５
議案第８号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題とします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（澤局長）

　（事務局の朗読及び説明）

　内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第８号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については，これを認めることに，ご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって

議案第８号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については，審議の結果これを認めることに決定いたしました。
（前山会長）

この議案につきましては、澤局長に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当時案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席してください。

（澤局長退席）

日程第７
議案第９号住用地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてを議題とします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（用稲主幹）

　（事務局の朗読及び説明）

　内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第９号住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については，これを認めることに，ご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって

議案第９号住用地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については，審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　　（澤局長入室・着席）
　この議案のNo2の案件に野﨑委員に関連がございますので、先にNo1,No3からNo5を審議いたします。
日程第８

議案第１０号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてのNo1、No3からNo5ついてを議題とします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

　内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第１０号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についてのNo1、No3からNo5は，これを認めることに，ご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって

議案第１０号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についてのNo1、No3からNo5については，審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　
この議案につきましては、野﨑委員に関連する事案が含まれておりますので、農業委員会法第２４条の規定に基づき議事参与の制限により、当時案の審議開始から終了まで退席をお願いします。関係議案終了後に入室・着席してください。

（野﨑委員退席）
議案第１０号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定についてのNo2ついてを議題とします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

　内容につきまして農業経営基盤強化促進法第18条第3項の各要件を満たしていることを報告いたします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。
議案第１０号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定についてのNo2については，これを認めることに，ご異議ございませんか

　(「異議なし」の声あり）
よって

議案第１０号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定についてのNo2については，審議の結果これを認めることに決定いたしました。
　　（野﨑委員入室・着席）
　連絡事項等があるようですから、これから協議会へ移します。

あっせん委員の選任の件であります。事務局に説明を求めます。
（澤局長）

　（あっせんについて説明）

（前山会長）

　あっせん委員ですが渡人が朝仁地区でありますので、屋島委員、受人が住用城地区でありますので、志岐委員を土地については根山になりますので前山がいたします。よろしくお願いします。
　

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
平成２５年２月２２日
奄美市農業委員会
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